1824
English Rules on Helmut Ohley's website (PDF)
Ⅱ概要
1824は3～6人で行うAustria-Hungaryの鉄道ゲームです。これは1829や1837をベースにしている。ゲーム終了時、一番資金の多い人が勝ち。

通常の18xxシリーズ同様、黄・緑・茶・灰タイルを用いて路線を構築する　…略…。
ゲームには、6つの山岳鉄道、4つの鉱山鉄道、7つの国鉄の先駆者と、3つの国鉄と5つの地域会社がある。大会社は国鉄と地域会社です。筆頭株主が社長となり、その会社の意思決定を行う。
1829では18xxの用語の定義によれば、2種類の大会社と2種類のマイナー会社、一連のプライベート会社がある。
Staatsbahnは国鉄の意味です。　…略…。
コンポーネント
英文そのまま転載
• 1 game map in four sections

• 1 summary sheet outlining the game's phases

• 1 sheet of card for the storing the unsold shares and trains

• 1 share price chart

• 72 yellow track tiles

• 48 green track tiles

• 20 brown track tiles

• 3 grey track tiles

• 56 train cards

• 1 Priority Card

• 27 share certificates for the 3 Staatsbahnen

• 45 share certificates for the 5 Regional Railways

• 6 Mountain Railways

• 4 Corporation Charters for the Coal Railways

• 7 Corporation Charters for the Pre-Staatsbahnen

• 3 Corporation Charters for the Staatsbahnen

• 5 Corporation Charters for the Regional Railways

• 41 station markers

• 8 share price markers

• 1 marker to indicate the change between share and operating rounds

• 50 plastic counters for use with the markers

• 1 rule book

Ⅲゲームの準備
座席順
　・適当に時計回り。

　・株式ラウンド(SR)は時計回り

　・最後に売買した人の左にプライオリティカード渡す

エチケット

　・プレイヤーと会社の資産は公開
初期資金

	3
	820Gulden

	4
	680Gulden

	5
	560Gulden

	6
	460Gulden


　
その他
・バンカーを任命。12000gulten渡す。

・山岳会社、鉱山鉄道、Pre-StaatsbahnenとStaatsbahnen株、地域会社をそばに置く

・列車と黄タイルを用意しておく
・大会社にはチャートがあり、ここに資産を入れておく。個人の資産と混ざらないようにする。

Ⅳゲームの開始
・ゲーム開始時、全てのマイナー会社、プレイ人数に対応した山岳会社、地域会社BHが利用可能。
鉱山会社が購入され、その価格が決まると、対応する地域会社の10%株が購入可能
・初期購入フェイズの順番は席順の逆順で(訳者注:1846のプライベート購入と同じ)、全員パスするまで続く。購入資金は銀行に支払う。
・最後に売買した左隣にプライオリティカードをわたす。

・初期購入フェイズで買われなかった、鉱山鉄道、Pre-Staatsbahnen、山岳鉄道はゲームから除外され、これに伴う補償や代替は無し。
Ⅴ山岳鉄道

・購入価格は120G。
・各ORの開始時に25Gの配当

・最初の3列車の売り出し後、山岳鉄道は地域鉄道のひとつ(BK, MS, CL, SB and BH)と交換できる。これは株式ラウンドの購入のアクションで実施可能。SRに交換は少なくとも1回は行えるよう保証されている。
・最初の4列車の売り出し後、残っている山岳鉄道の交換は強制で地域会社に転換。

・この転換は1-6の順番で行う。
・これら強制交換で転換されられた株はそのORに山岳会社が運行していたとしても、配当が支払われる。

・これらの交換で対象外のものは無い

・これらの交換で得られる株は10%株です。対応する鉱山鉄道が存在しない地域会社の場合、後で社長株を購入するプレイヤーによって決まる。(Ⅷ参照)
・山岳鉄道の数はプレイヤーによって異なる。
・3人or6人プレイ時、山岳鉄道は1-4を使用。
・4人or5人プレイ時、山岳鉄道は1-6を使用。

Ⅵ鉱山鉄道
・ゲームには、次の鉱山鉄道が登場する。

　・K1(D5)は、BKの社長株と交換可能

　・K2(B11)は、MSの社長株と交換可能

　・K3(B21)は、CLの社長株と交換可能
　・K4(I24)は、SBの社長株と交換可能
・購入価格は購入者が決める。120,140,160,180,200Gのいずれか。
　・対応する地域会社の初期株価は鉱山鉄道の購入価格の半分。初期価格を示すため、対応するマーカーを株価表に置く
　・鉱山鉄道の列車制限は2
　・列車保有義務あり

　・鉱山鉄道はG列車しか持てない

　・1g列車で開始する。初期資本金は、初期株価から1g列車購入資金120を引いた額です。

　・各会社は鉱山から開始し、ボード上の価値(10or20)に対応する金額を会社のtreasuryに入れる。
・鉱山鉄道は半配当(半分会社、半分個人)。

・3列車登場後、SRに対応する地域会社の社長株に転換可能。これは通常の購入の代わりに起こる。
・これらの社長株は鉱山鉄道の所有者用に予約されている。

　・5列車登場後、鉱山鉄道は閉鎖し、対応する地域会社の社長株に強制転換される。この強制交換の結果、対応するORの最後に会社が設立(既にプレイヤーの手札に30%か40%あった場合)され、次のORから運行開始。

　・鉱山会社を持つ地域会社は、対応する鉱山会社が転換された場合のみ設立。

　・鉱山会社が転換された時、資産(列車と現金)は対応する地域会社のチャートに移され、設立と同時に使用可能。

　・もし、鉱山会社が初期購入フェイズに買われなかった場合、ゲームからは除外。

ⅦPre-Staatsbahnen(S1, S2, S3, Ug1, Ug2, k&k1, k&k2)
・”1”の会社(S1,Ug1,k&k1)は、$240で購入。

・”2”と”3”の会社は、$120で購入

・4列車登場後、Sd Staatsbahn設立。S1社長株をSd社長株、S2、S3はSdの10%株に転換する。

・5列車登場後、Ug Staatsbahn設立。Ug1社長株をUg社長株、Ug2はUgの10%株に転換する。

・6列車登場後、k&k Staatsbahn設立。K&k1社長株をk&k社長株、k&k2はk&kの10%株に転換する。

・Pre-Staatsbahnenは、これらの列車購入に対応するORの終わりに閉鎖。所有者は予約された株を交換で受け取る。
・列車制限は”2”。ターン最後の列車保有義務あり。

・Pre-Staatsbahnenはその購入価格(120か240G)がそのまま初期資金となる。

・半配当

Ⅷ大会社
・すべて株価がつけられている。ターンの終わりに列車保有義務あり

・社長株は普通株の倍の価値があるが、株は1枚としてカウント
・鉱山鉄道無し地域会社かStaatsbahnenや鉱山鉄道有地域会社に対応するまいなー会社では最初に購入できる株は常に社長株です。唯一の例外は10%以上の地域会社の株が山岳鉄道からの転換(自発的かもしくは4列車登場による強制購入)が起きた時です。社長株券は山岳鉄道からの転換では獲得できない。株価は社長株を購入する人が決める。
・株価が決まったら、株の売買ができる。

・株の所有者は社長が無配をしない限り、配当をうけとる

・SRには株価チャートの価格に従い、株を売買できる

・運行した会社の株(最低50%の株が売りだされ、ORを1回は行った会社)しか売却不可

鉱山鉄道付地域会社(BK,MS,CL,SB)

ゲーム開始時、これら4つの会社がある。
	№
	略称
	株
	本拠地
	トークン
	列車制限

	1
	BK
	20%,10%*8
	Prag
	3,0/40/100
	4/3/2

	2
	MS
	20%,10%*8
	Brünn
	3,0/40/100
	4/3/2

	3
	CL
	20%,10%*8
	Lemberg
	3,0/40/100
	4/3/2

	4
	SB
	20%,10%*8
	Kronstadt
	3,0/40/100
	4/3/2


・価格は鉱山鉄道の購入によって決まる。この時からこの会社の10%株が購入可能

・社長株は鉱山鉄道の所有者に予約されている
・会社は50%の株が売られたら設立

・地域会社の資本金は、株価の8倍と鉱山鉄道の資産です

・もし、対応する鉱山鉄道が最初の株式ラウンドに売られていない場合、その地域会社は鉱山鉄道を持っていないものとして扱う

鉱山鉄道無地域会社(BH)

・下記のひとつだけ会社がある。

	№
	略称
	株
	本拠地
	トークン
	列車制限

	5
	BH
	20%,10%*8
	Sarajevo
	3,0/40/100
	4/3/2


・初期株価は社長株の購入者が決める(60,70,80,90,100)。この時からこの会社の10%株が購入可能。

・50%分の株が購入されるか転換されたら設立する。

・資本金は購入価格の10倍
Staatsbahnen

・このゲームには下記の3つが存在する。

	№
	略称
	株
	本拠地
	トークン
	列車制限

	1
	Sd
	20%,10%*8
	Wien
	5
	4/3

	2
	Ug
	20%,10%*8
	Budapest
	5
	4/3

	3
	k&k
	20%,10%*8
	Wien
	5
	4/3


・初期株価は$120

・対応する列車の購入 (Sd:4列車、Ug:5列車、K&k:6列車)が発生したORの最後に設立

・Staatsbahnen設立時全てのPre-Staatsbahnen株は予約されている対応の株に転換される。

・一番多くStaatsbahnen株を保有している人が社長になる。同数の場合、以下の順で決まる

　1.Pre-Staats”1”を持っている

　2.Pre-Staats”2”を持っている

　3.Pre-Staats”3”を持っている

　4.プライオリティカード

　5.プライオリティの時計回り

・Staatsbahnは、初期資金120gをPre-Staatsの所有者のために予約されていない各株毎に受け取る。

(もし、全てのPre-Staatsが登場しているなら、Sdは720受取り、そうでなければ840受け取る)
・さらに、StaatsbahnはPre-staatsのすべての現金、列車、トークンを受け取る。もし、何もない場合は、Pre-Staatsが最初に始めたところに本拠地トークンを置く。

・もし、運行していないPre-Staatsがあれば、Staatsbahnは対応する資本金(120か240)を上記に加えて受け取る。

・Staatsbahnは、プレイヤーの手元にある株が転換された後に運行する。但し、誰かがこの会社の株を少なくとも2株は所有し、社長がいる必要がある。

Ⅸ社長
・概要

・各会社には社長がいる。筆頭株主が社長。社長は会社の意思決定権を持つ
・社長の交代

　・もしプレイヤーが前社長よりも多くの株を保有する場合(株を購入するか、前社長が株を売却した結果)、社長の交代が起きる。
　・同数の場合は起きない

　・新社長が複数の場合は、前社長から時計回りで近い方が社長

　・前社長が自発的に会社の社長を辞められるのは、株を銀行に売却する時です。但し、この場合、少なくともその会社の株20%を保有する、他人が必要でかつ、会社の株を売却できる状態でなければならない(ⅩⅥ参照)。
　・社長交代した場合、前社長は社長株20%株分と普通株を交換し、新社長に社長株を渡す
　・新社長は会社の資産を引き継ぐ
　・場に4株でている状態で、10%売却して社長の交代が発生するなら、10%分の株を売れるものとみなす。

Ⅹ鉱山
　・g列車のみ炭鉱に入れる。鉱山は終点として扱う。

　・ゲーム初期は鉱山ヘクスの低い方の数字を使用。5列車で高い方。
　・鉱山からの収益は会社のtreasuryに入る
ⅩⅠ運行ラウンド(OR)
・概要
　・運行ラウンドは個人ではなく会社のアクションを行う

　・3列車登場で2OP、6列車登場で3OP

・運行ラウンド順

・最初に山岳会社が所有者に配当を支払う

・それから鉱山鉄道が(K1からK4)の順に運行する

・それからPre-Staatsbahnenが運行(Sd1,Sd2,Sd3,Ug1,Ug2,k&k1,k&k2順)

・それから大会社が株価順に運行

　・複数の会社が同じマスにいる場合、上が優先

　・複数の会社の株価が同じで別のマスにいる場合、右が優先

会社のアクション

会社のアクションは以下の順で行う。3と4のアクションが強制

1. 線路引く
・黄タイルをおく
・ボードにある路線の拡張
・既存ヘクスの置き換え

2. トークンを置く

3. 列車の運行
・収益の計算
・配当か無配選択

4. 株価調整

5. ・列車の下取り(1社1OPで1回だけ)
・列車の購入(複数可)
・5で下取りと購入の順番は任意。たとえば、5列車を400Gで購入し、6列車購入費として5列車を下取りに出し、200Gを6列車購入費に充てる事は可能。
・線路をひく

　・黄タイルはボードのほとんどを占める緑のヘクスに置いて行く
　・灰と赤ヘクスの矢印は線路を示し、このヘクスにタイルを置くことは不可。

　・運行ラウンドで各会社は、黄タイルを置くか既存タイルの置き換えかどちらかを行う

　・置かれた線路は必ずその会社がアクセス可能な路線の拡張でなければならず、ブロックされていないトークンとつながっていなければならない。
　・会社が最初に置くタイルは、本拠地でなければならない。但し、その本拠地が灰ヘクスだったり、すでに線路がひかれている場合は除く。
　・駅のないタイルは平地に置く。駅はドットや○の書かれているヘクスで前者は村、後者は都市
　・W(Vienna),Bu(Budapest),T(Trieste,Tarnopol,Krakau,Czernowitz)タイルは、特定の場所に置かれる。
　・以下の所にタイルは置けない
　　・ボードの端から出る
　　・赤や灰の矢印無しルート

　　・タイルは隣接するタイルと繋がらないようにおいても良い
　・山や川に初めて接続する時は資金(川20G,山40G)がかかる。建設費用はタイルを置く前に支払う。資金は会社のtreasuryから支払わなければならない。
・タイルの置き換え
　・黄タイルを置く代わりにタイルの置き換えができる
　・黄タイルは緑、緑は茶、茶は灰に替わる

　・緑は3列車、茶は5列車、灰は8列車から

　・置き換えはその路線にアクセスできる時のみ。置き換えはオリジナルを尊重するが、新たな路線は必ずしもつながっている必要はない(1830方式)。

・トークン

　・設立時、はじめは本拠地に置く。これは無料です。
　・Staatsbahnは5つ

　・地域会社は3つ(本拠地+2)

　・会社がひとつのヘクスにおけるトークンは1つ
　・トークンは以下の目的でおく

　　・各ルートには最低一つのトークンが必要

　　・他のトークンでブロックされている場合、そこを超えて運行できない

　　・建設可能な路線はトークンの及ぶ範囲

　・2つ目のトークンは40G、以降は100G

　　前身の会社からトークンを引きついた場合も同様。本拠地しかなかった場合は40で置けるし、2つ以上存在する場合は、100で置く。

　・各ORに置けるトークンは本拠地に置くものを除き、1つだけ

　・他社の本拠地には、その会社用の空きエリアが確保されている限り、トークンを置くことができる。
ⅩⅡ列車
・概要

　・Pre-Staatsbahn,鉱山鉄道、Staatsbahn,各地域会社は列車保有義務あり

　・通常列車の売り出しのみがフェイズの変更を引き起こす可能性あり

　・外国は通常列車のみ購入

　・外国から購入された列車はゲームから除外

　・フェイズ変化で余剰となった列車はゲームから除外

・他のプレイヤーが経営する会社からの列車購入は、常に定価

・列車タイプ

　・通常列車
　　・カードに書かれている数字が運行できる都市や村の数。線路の長さは関係ない
　　・村をスキップすることはできない
　・G列車
　　・G列車は必ず鉱山から出発しなければならない。鉱山には入口が2ヵ所あるので2両がひとつの鉱山から出発できる。
　　・小さい数字が序盤。5列車登場後は大きい数字が収益。鉱山からの収益はそのまま会社のtreasuryへ。

　　・g列車の数字は都市の数であり、村はどれだけ通過しても数字にカウントしない(18EU方式)。
　　・g列車は都市をスキップできない。
・下取り購入
　・列車購入では、今の列車を下取りに出して次世代の新列車購入費に充てることができる。

(廃車にする列車の定価の50%が下取り価格として支払われる)

　・下取りを行えるのは、1社1ORに一回だけです
　・下取りに出した列車はゲームから除外
　・下取りに出す列車はそのORに運行していたとしても構わない
・列車一覧

	通常列車
	g列車

	列車
	台数
	価格
	下取
	廃車
	PH
	列車
	台数
	価格
	下取
	廃車

	2
	9
	80
	　
	4
	2
	1g
	6
	120
	　
	3g

	3
	7
	180
	140
	6
	3
	2g
	5
	240
	180
	4g

	4
	4
	280
	190
	8
	4
	3g
	4
	360
	240
	5g

	5
	3
	400
	260
	10
	5
	　
	　
	　
	　
	　

	6
	3
	600
	400
	　
	6
	4g
	3
	600
	420
	　

	8
	2
	800
	500
	　
	7
	5g
	2
	800
	500
	　

	10
	∞
	1000
	600
	　
	8
	　
	　
	　
	　
	　


列車の購入
・列車の購入は運行後。よって購入した列車はそのORに運行できない

・銀行から購入する場合はカードに書かれた金額
・他社からの列車購入は3列車登場後

・自分の経営する他の会社から列車を購入する場合の最低価格は1です。

・他人の経営する会社から列車を購入する場合は常に定価です。
・緊急資金調達下においては、最大価格は列車の定価まで

・他社からの列車購入は、常に買う側の手番で行う
・会社はターン中、何両列車を購入しても構わない
・通常列車は昇順に購入。
・G列車は代替購入であり、強制ではない。g列車は、次の世代の列車を購入するのに全てのカレントのg列車が売れている必要はない。あくまでも通常列車のフェイズに従う。
・会社が列車を何両持てるかは、現在のフェイズによる
・会社が保有制限の上限まで列車を持っている時は、たとえ列車をスクラップにしてその結果として保有制限内に収まるとしても、新たな列車を購入することはできない。
・フェイズが変わって保有制限を超えた列車はゲームから除外。これによる補償は一切なし。

・会社が列車の強制購入を強いられ、十分な資金がない場合は緊急資金調達が発生する。
緊急資金調達
・社長は自腹で不足分を補わなければならない

・社長は借金することができる。よって破産はない。社長は負債を返済するために株を売る必要は無い(売るのは任意)。

・株売却する場合、その売却で社長交代を発生させてはならない(列車購入に関与しているかどうかにかかわらず)。
・任意か払いきれない理由により、借金が残っている場合、利息が50%増える(切り上げ)。
・社長は借金の一部を返済するために株を売却できるが、利息は残金に対してかかる

・借金を返済するまでSRに株を買うことはできない

・借金はSRの終わりに、その時点の負債に対して50%加算(切り上げ)。
・複数の列車を購入できる(銀行or他社)場合、社長はどこから買うか選択できる
・緊急資金調達中に定価以上の価格で列車の購入はできない
・社長が自腹を切れるのは強制購入時のみ。つまり自腹を切った時のtreasuryには一銭もお金が無い。

・海外からの列車購入

　・2列車購入後、ORのセットの最後に1両通常列車を除去。
　・この列車購入はフェイズ変化のトリガーとなる

　・この購入で資金の補充はない

ⅩⅢフェイズの変化

・最初のOR(PH1)
　・黄タイルが利用可能

　・2列車購入可能

　・1SR1OR

・最初の2列車購入(PH2)
　・1g列車利用可能

　・ORの最後に外国が通常列車購入

・最初の3列車購入(PH3)
　・緑タイルが利用可能

　・鉱山鉄道が転換可能

　・山岳鉄道が転換可能

　・1SR2OR

　・他社からの列車購入可能

・最初の4列車購入(PH4)
　・2列車廃車

　・3g列車利用可能(3gの購入で1gが廃車)

　・ORの最後に外国が通常列車購入

　・山岳鉄道が閉鎖
　・地域会社の列車制限が3

　・SuedbahnがこのORの終わりに設立

　・Staatsbahnの列車制限が4

・最初の5列車購入(PH5)
　・茶タイルが利用可能

　・鉱山鉄道が閉鎖

　・G列車の鉱山からの収益が高い方に

　・Ungarische Staatsbahn がORの最後に設立

・最初の6列車購入(PH6)
　・3列車廃車

　・4g列車利用可能(4gの購入で2gが廃車)

　・k&kがこのORの終わりに設立

　・Staatsbahnの列車制限が3

　・地域会社の列車制限が2

　・1SR3OR

・最初の8列車購入(PH7)
　・灰タイルが利用可能

　・4列車廃車

　・5g列車利用可能(5gの購入で3gが廃車)

・最初の10列車購入(PH8)
　・5列車廃車

ⅩⅣ列車の収益

・概要

　・ルートには最低2つの駅が必要

　・ルートには少なくとも1つはその会社のトークンが必要

　・ルートには都市や村を含めることができるが、カードに書かれている列車の範囲を超えてはならない

　・ルート途上にある駅や村をスキップできない

・ルートには同じヘクスの二つの駅はたとえ離れていたとしても利用できない(村はOK)。

・ルートには同じ盤外区域や鉱山を複数回利用できない

　・他社のトークンでブロックされている都市を超えて運行できない。
　・ルートにはタイルの同じ線路を複数回含むことはできない。
　・複数の列車がルートを使用する場合、駅は共有しても構わない
・収益の計算
　・列車からの収益はすべての都市、村、盤外の価値の合計です
　・収益は銀行によって支払われる

　・社長は配当か無配かを決める

　・盤外はPHによって収益が異なる

ⅩⅤ収益の変動

　・配当で株価はひとつ右。端で上
　・無配で株価はひとつ左。端で下

　・株価の移動先に既にマーカーがある場合、したに入れる

　・手番の終わった会社のマーカーは裏向きにしておく

ⅩⅥ株式ラウンド(SR)
　・SRでは株の売買が可能
　・売りは複数枚、買いは1枚。買いの代わりに山岳鉄道や鉱山鉄道の転換が可能
・売ってから買い(垂直落下なし)。プレイヤーは常に時価で購入。

・全ての売買は銀行を通して行う
　・全パスで終了。売買をしている限りは、次の手番に何かができる

持株制限

	3
	4
	5
	6

	21枚
	16枚
	13枚
	11枚


　・持ち株制限を超えて株を保有できない
　・社長株は持ち株としては1枚にカウント

　・社長で亡くなった結果、持株制限にひっかかる場合は、次の自分の手番に制限内に収まるように調整する。

　・もしプレイヤーがある会社の株を5株以上保有している場合、それ以上の購入はできない

  ・プレイヤーは山岳会社や鉱山鉄道を転換した結果、1社制限を超えることはあり得る。結果として100%保有するかもしれない。
株の購入

　・株価チャートに書かれた価格で10%株を購入できる
　・まだ株価のついてない会社(鉱山なし地域会社など)は20%の社長株を買える。購入者は株価を決める。

　・開始株価は60,70,80,90,100のいずれか

　・鉱山鉄道に対応する地域会社の株価は鉱山鉄道の購入者によって決められている。

　・Staatsbahn3社の株価は120G
　・初期株価は濃黄のところに置く。
　・売却した株をそのSRに買うことはできない
株の売却
・売却には以下の制限あり

　
・まだ運行していない会社の株は売れない(Staatsbahnも同様)
　
・bankpoolに会社の50%越えの株が出る場合
　
・社長株が売れるのは引き取り手がいる時のみ
　　・緊急資金調達で社長交代が起こる場合
株の売却に伴う株価の変動

　・一度に複数株を売っても下がるのは1ランクのみ
株式ラウンドの終わり

　・売り切れあがり。天井でとまり。

株式ラウンドの順番
　・最後に売買した人の左の人にプライオリティを渡す。次のSRに優先権。

ⅩⅦゲームの終了

　・銀行破産で終了。最後までORやりきる。SRも同様で最後までORをやる。

　・一番資産の多い人が勝ち

２００9年　9月21日 訳:上野　宏之(atog2@ybb.ne.jp)
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